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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ａ－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見

込まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であ

る 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、高速原子分解能走査型透過電子顕微鏡 STEM 法を開発し、原子やイオンのダイ

ナミクスを直接観察することによって革新的な材料開発を目指すものである。 

時間分解能を格段に向上させた高速原子分解能 STEM 法開発、並びにその場観察用特殊

試料作製の進展による変形・破壊現象や原子拡散の直接観察などの研究は順調に進展し期

待どおりの成果が得られている。これらの成果をさらに発展させて、今後も動的観察・解

析による粒界移動・粒界すべりの挙動、イオン伝導性、粒界破壊過程、転位及び双晶の機

構解明などへの貢献と材料設計指針の獲得が期待される。 

 これらの成果をどのように新材料創製に繋げていくかが今後の重要課題である。直接観

察する現象はあくまで限定された条件下における局所的な結果であり、材料機能の解明に

向けた観察・計測がどこまで可能かも真摯に検討し、材料創製に直接繋がる成果創出に取

り組んでいただきたい。 

 


